
国際化学技術者コース教育目標 

Ａ．科学技術が社会および自然に及ぼす影響に関する責任を持ち，人類の幸福を念頭にお

いて社会に貢献する技術者（技術者倫理） 

①科学技術が社会及び自然に及ぼす影響・効果を理解している。 

②技術者として自然、生命，社会に対する責任を自覚している。 

③人類の幸福・福祉について自ら考える能力を修得している。 

④グローバルな視点から物事を考えることができる。 

 

Ｂ．数学，物理，化学，生物などの自然科学の基礎知識に習熟すると共に，情報処理技術を

身に付け，化学関連分野における問題の発見とその解決に寄与できる技術者 

①自然科学の基礎知識（数学、物理学、化学、生物学など）に習熟している。 

②時代の変化に対応した情報処理技術を身につけている。 

③化学関連専門分野における問題の発見とその解決に寄与できる基礎的能力を有している。 

 

Ｃ．社会の変化に対応して自律的に学習し，他者と協働できる技術者 

①社会の動向に継続的に関心を持ち，社会が求めている技術および材料を的確に把握する能

力を有している。 

②社会から求められている新しい技術を自ら開発するための課題設定能力とそれを達成す

るための論理的考察力を身につけている。 

③設定した課題を達成するために必要な新たな知識や情報を自律的に獲得し，それらを客観

的に評価する能力を有している。 

④設定した課題を達成するために他者と協働し，自己および他者の取るべき行動を的確に判

断する能力を有している。 

 

Ｄ．社会の要求に関連する化学的事象を分子論に基づいて考察し，それを満たす解決策をデ

ザインできる技術者 

①化学的事象を分子論に基づいて考察する能力を有している。 

②時代の要請にあった公共の福祉，環境保全，経済性などの考慮すべき制約条件を特定でき

る能力を有している。 

③解決する課題に，本学部における“ものづくり”の伝統と化学に関する系統的知識を適応

して具体的な方針を立案し，解決策をデザインする能力を有している。 

 

Ｅ．論理的な記述，発表，討論等の国際的なコミュニケーション能力を有する技術者 

①日本語による論理的な記述、発表、討論能力を有している。 

②問題を解決するために必要な科学英語を理解している。 

③専門分野における国際的なコミュニケーション能力を有している。 


